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一
国
園
の
茶
園

、
わ
れ
わ
れ
は
秤
両
人
と
伝
統
を
濫
託
し
、
＝
本
に
ふ
さ
わ

し
い
中
正
な
教
育
を
推
進
す
る

、
わ
れ
わ
れ
は
敬
重
無
と
〓
m
位
の
同
－
に
っ
と
め
、
宮
具
現
高
安

の
据
用
件
と
と
も
に
、
明
る
く
純
粋
な
教
育
を
研
修
す
る
。

、
わ
れ
わ
れ
は
個
人
の
ロ
ー
尊
巌
を
尊
重
し
っ
つ
、
放
ち
川

向
申
」
、
I
」
を
軽
1
年
し
、
主
体
性
を
取
高
出
川
す
る
っ

巻
頭
言

皇
室
の
危
機
を
直
視
し
て
考
え
る

京

都

産

業

大

学
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授
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昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
続
く
中
で

も
、
一
年
遅
れ
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
、
関
係
者
の
尽
力
に

よ
り
実
施
さ
れ
た
。
多
く
の
感
動
を
視
聴

で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。

そ
れ
に
先
立
ち
、
政
府
（
菅
内
閣
）
　
は

「
皇
室
典
範
特
例
法
の
付
帯
決
議
」
に
関

す
る
有
識
者
会
議
を
、
よ
う
や
く
始
動
さ

せ
た
。
そ
の
　
「
学
識
者
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
　
に

私
も
招
か
れ
て
管
見
を
公
述
し
た
が
、
法

改
正
の
実
現
ま
で
に
は
程
遠
い
。

眞
子
内
親
王
の
異
常

な
結
婚
強
行
の
波
紋

そ
の
間
に
秋
篠
宮
家
の
長
女
眞
子
内
親

王
は
、
国
際
キ
リ
ス
ト
教
大
学
で
出
会
っ

た
同
級
生
と
の
婚
約
に
、
御
両
親
や
国
民

多
数
か
ら
十
分
な
理
解
を
得
ら
れ
な
い
ま

ま
、
十
月
二
十
六
日
に
星
霜
を
離
れ
、
一

国
民
と
し
て
婚
姻
届
を
出
さ
れ
た
。

こ
れ
を
女
性
の
自
立
貫
徹
と
評
価
す
る

む
き
も
あ
る
が
、
よ
り
多
く
の
人
々
か
ら

異
例
・
異
常
な
独
断
強
行
と
非
難
さ
れ
か

ね
な
い
。
私
も
慄
然
と
し
て
い
る
。

今
回
の
波
紋
は
、
や
が
て
他
の
皇
族
を

巻
き
込
む
渦
と
な
り
、
さ
ら
に
皇
室
を
危

機
に
晒
す
荒
波
と
な
る
恐
れ
が
あ
る
。

危
機
の
要
因
は
典
範
の

無
理
を
放
置
し
た
ツ
ケ

け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
既
に
「
眞
子
さ
ん
」

と
呼
ば
れ
る
彼
女
を
責
め
て
も
、
意
味
が

な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
も
た
ら
し
た

根
本
の
要
因
は
、
現
行
の
皇
室
典
範
に
含

ま
れ
て
い
る
無
理
な
規
定
に
あ
る
。
そ
れ

を
要
路
の
人
々
が
長
ら
く
放
置
し
て
き
た

ツ
ケ
だ
、
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
、
そ
う

で
あ
れ
ば
、
そ
の
無
理
を
早
急
に
是
正
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
無
理
な
規
定
は
、
①
一
夫
一
婦
制

の
も
と
で
皇
位
継
承
を
男
系
男
子
に
限

り
、
②
皇
族
間
の
　
「
養
子
」
を
禁
止
し
、

③
皇
族
女
子
を
結
婚
に
よ
り
皇
籍
を
離
脱

さ
せ
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

そ
の
う
ち
、
ま
ず
①
男
系
男
子
を
優
先

す
る
こ
と
は
、
古
来
の
慣
習
と
し
て
尊
重

す
る
に
せ
よ
、
男
系
女
子
を
排
除
す
べ
き

道
理
は
な
い
。
ま
た
②
皇
族
間
の
養
子
は

古
代
か
ら
幕
末
ま
で
多
々
あ
り
、
禁
止
す

る
の
は
行
き
過
ぎ
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
③

皇
族
女
子
の
皇
籍
離
脱
は
、
明
治
以
来
の

世
襲
宮
家
増
大
抑
制
対
策
で
あ
っ
た
が
、

皇
族
の
激
減
す
る
現
状
に
背
反
す
る
。

令
和
の
内
延
と
宮
家
の

維
持
に
必
要
な
改
善
案

そ
こ
で
、
当
面
必
要
な
改
善
案
を
提
示

さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
。
当
面
と
は
、
現
在

六
十
一
歳
の
今
上
陛
下
が
、
令
和
三
十
二

年
（
二
〇
五
〇
）
九
〇
歳
こ
ろ
に
譲
位
さ

れ
る
と
想
定
し
て
、
あ
と
三
十
年
ほ
ど
続

く
「
令
和
」
　
の
御
代
を
い
う
。
そ
の
皇
間

と
し
て
皇
弟
の
秋
篠
宮
文
仁
親
王
　
（
5
6

歳
）
が
実
在
さ
れ
る
の
で
、
当
面
こ
の
継

承
原
則
を
変
更
す
る
必
要
は
な
い
。

た
だ
、
文
仁
親
王
は
数
年
前
「
八
十
歳

代
に
な
っ
て
皇
位
を
継
ぐ
こ
と
は
難
し

い
」
と
自
ら
語
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

も
し
本
当
に
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
長
男

の
悠
仁
親
王
　
（
十
五
歳
）
と
「
皇
詞
」
を

交
替
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
　
（
現
行
典
範

で
も
継
承
順
位
の
変
更
は
可
能
）
。

そ
れ
よ
り
先
に
検
討
を
要
す
る
の
は
、

現
行
典
範
の
ま
ま
で
あ
れ
ば
、
悠
仁
親
王

の
結
婚
相
手
に
男
子
を
授
か
ら
な
い
と
、

皇
統
が
途
絶
え
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
を
避
け
る
た
め
に
は
、

今
後
は
男
子
を
優
先
す
る
こ
と
に
し
て
、

女
子
も
公
認
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

内
廷
皇
女
愛
子
内
親
王

の
皇
族
と
し
て
の
役
割

さ
ら
に
、
そ
れ
よ
り
も
早
く
検
討
す
べ

き
こ
と
は
、
現
在
の
皇
室
で
最
も
主
要
な

内
廷
（
本
家
）
　
に
居
ら
れ
る
皇
女
の
敬
宮

愛
子
内
親
王
　
（
二
十
歳
）
が
、
御
両
親
を

一
番
身
近
に
支
え
て
お
ら
れ
る
の
だ
か

ら
、
い
ず
れ
結
婚
さ
れ
て
も
皇
族
と
し
て

両
陛
下
を
助
け
ら
れ
る
よ
う
な
法
的
装
置

を
実
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
愛
子
内
親
王
が
皇
位
を
継
承
さ

れ
る
た
め
で
な
く
、
次
代
に
叔
父
か
従
弟

が
即
位
さ
れ
て
か
ら
も
、
令
和
の
両
陛
下

か
ら
学
ば
れ
た
体
験
を
活
か
し
て
、
そ
の

天
皇
を
補
佐
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。

な
お
、
皇
位
の
　
「
男
系
の
男
子
」
継
承

限
定
論
者
は
、
旧
宮
家
の
子
孫
が
若
い
男

子
不
在
の
現
宮
家
に
皇
族
と
し
て
養
子
に

入
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

そ
の
場
合
、
一
般
国
民
と
し
て
育
つ
人

が
、
直
ち
に
皇
族
の
品
位
を
持
つ
こ
と
は

難
し
い
と
す
れ
ば
、
宮
内
庁
の
侍
従
職
か

掌
典
職
に
勤
め
資
質
を
磨
い
て
ほ
し
い
。

所
功
『
未
刊
論
考
デ
ジ
タ
ル
集
成
』

（
全
6
期
の
う
ち
1
期
、
近
刊
）

D
V
D
R
O
M
版
（
①
②
③
セ
ッ
ト
）

①
古
代
大
和
国
家
の
形
成
史

②
平
安
王
制
の
法
制
と
政
治

③
平
安
宮
廷
の
文
化
と
史
料

※
セ
ッ
ト
税
込
8
8
0
円
（
〒
1
8
0
円
）



令和4年（2022）1月1日 第199号（2）

（
彗
大
東
亜
戦
争
の
勃
発
－
日
米
が
な
ぜ

戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か

元
新
潟
県
小
学
校
長
　
田
村
一
二

一
S
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
の
好
意

米
国
第
二
十
六
代
大
統
領
セ
オ
ド
ー

ル
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
　
（
在
任
期
間
、
一
九

〇
一
－
一
九
〇
九
）
　
は
、
国
運
を
賭
し
て

戦
っ
た
日
露
戦
争
の
講
和
に
日
本
の
立
場

に
深
い
理
解
を
示
し
て
く
れ
ま
し
た
。

明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
　
三
月
、

講
和
条
約
準
備
中
の
駐
米
公
使
南
平
小
五

郎
に
対
し
、
「
日
本
二
取
リ
テ
予
ノ
努
力
ヲ

最
モ
利
益
ア
ル
ト
ス
ル
ニ
於
イ
テ
ハ
余
ハ

何
時
ニ
テ
モ
其
労
ヲ
執
ル
へ
シ
」
と
述
べ

て
い
ま
す
。
（
『
日
本
外
交
文
書
』
）

ま
た
、
金
子
堅
太
郎
子
爵
（
当
時
）
は
、

円
滑
な
日
露
講
和
締
結
の
重
命
を
帯
び
て
、

米
国
に
滞
在
し
て
居
ま
し
た
。
大
統
領
の

仲
介
に
よ
る
講
和
会
議
を
、
日
露
両
国
が

応
諾
し
た
時
、
大
統
領
は
、
金
子
を
私
邸

に
招
き
、
近
く
閲
か
る
べ
き
講
和
談
判
に

就
い
て
、
忌
悼
な
く
意
見
を
交
換
し
ま
し

た
。
そ
れ
ば
か
り
か
で
は
な
く
、
講
和
条

約
に
よ
っ
て
日
本
に
譲
渡
さ
れ
る
満
鉄
を
、

他
に
委
ね
ず
日
本
国
自
身
に
お
い
て
確
保

し
経
営
し
て
、
そ
の
権
益
を
全
う
す
る
よ

う
、
従
兄
モ
ン
ト
ゴ
メ
リ
ー
・
ル
ー
ズ
ベ

ル
ト
を
通
し
て
、
満
鉄
再
興
の
資
金
ま
で

配
慮
し
て
、
「
満
鉄
を
堅
持
」
す
る
こ
と
を

勧
告
し
て
く
れ
た
の
で
す
。

二
　
崩
れ
ゆ
く
日
米
関
係
－
開
戦
の
遠
因

順
調
に
進
む
か
に
見
え
た
日
米
の
友
好

関
係
に
、
暗
雲
が
立
ち
込
め
て
き
ま
す
。

一
九
〇
六
年
（
明
治
三
十
九
）
十
月
十

一
日
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
学
務
局
は
、

日
本
人
学
童
を
一
般
小
学
校
よ
り
隔
離
し

て
O
h
の
n
邑
P
E
b
巨
O
 
S
c
h
8
－
に
収
容

し
ま
し
た
。
人
種
差
別
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
こ
れ
が
日
本
人
排
斥
・
排
日
活
動
と

な
っ
て
い
き
ま
す
。

T
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
は
、
深
く

憂
慮
し
て
議
会
教
書
に
お
い
て
「
排
日
運

動
が
決
し
て
ア
メ
リ
カ
人
一
般
の
意
思
に

よ
る
も
の
で
は
な
く
、
日
米
両
国
は
歴
史

的
友
好
関
係
に
あ
る
事
、
そ
し
て
一
州
、

一
地
方
が
、
外
国
と
の
国
交
を
破
る
が
如

き
行
動
は
、
看
過
で
き
な
い
」
　
と
述
べ
ま

し
た
。
大
統
領
の
決
意
に
も
拘
わ
ら
ず
、

移
民
問
題
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
に
端

を
発
し
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
全
域
へ
と

広
が
り
、
大
き
な
反
日
活
動
と
な
り
、
紆

余
曲
折
を
経
て
十
八
年
後
の
一
九
二
四
年

（
大
正
十
三
）
　
五
月
十
五
日
、
排
日
移
民

法
案
が
連
邦
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
は
、
北
米
移
民
を
断
念
し
て
、
目

を
満
洲
着
に
転
じ
、
日
露
戦
争
で
獲
得
し
た

特
殊
権
益
の
堅
守
、
発
展
へ
と
軸
足
を
移

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
米
国
の
一

地
方
都
市
の
事
件
が
、
十
八
年
の
間
に
米

国
の
反
日
感
情
を
熟
成
し
、
日
米
衝
突
の

萌
芽
の
一
つ
と
な
っ
て
い
く
の
で
す
。

こ
の
十
八
年
間
の
世
界
の
動
き
を
み
る

と
、
第
一
次
世
界
大
戦
等
、
世
界
を
震
接

さ
せ
る
多
く
の
出
来
事
が
勃
発
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
日
本
の
命
運
に
深
刻
な
打
撃
を

与
え
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
主
導
の
ワ
シ
ン

ト
ン
会
議
で
す
。
一
九
二
一
年
（
大
正
十
）

十
二
月
、
日
・
米
・
英
“
仏
は
四
カ
国
条

約
に
調
印
し
、
ア
メ
リ
カ
は
、
極
東
政
策

推
進
の
上
で
最
も
邪
魔
で
あ
っ
た
日
英
同

盟
を
廃
棄
さ
せ
、
対
日
ア
ジ
ア
政
策
に
イ

ギ
リ
ス
を
引
き
ず
り
込
む
こ
と
に
成
功
し

た
の
で
す
。
日
本
は
安
全
保
障
上
の
同
盟

国
を
失
い
、
以
後
独
力
で
国
を
守
ら
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
翌
年
二
月
に
は
「
中
国
に
関
す

る
九
カ
国
条
約
」
が
調
印
さ
れ
、
ア
メ
リ

カ
の
ア
ジ
ア
政
策
の
柱
で
あ
る
門
戸
開
放
、

機
会
均
等
、
支
那
汁
の
領
土
保
全
・
主
権
尊

重
の
原
則
が
法
文
化
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
支
那
は
辛
亥
革
命
以
後
、
軍
閥
相
互

の
内
戦
相
次
ぎ
、
国
家
と
は
と
て
も
認
め

難
い
の
で
す
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
条

約
は
支
那
を
秩
序
あ
り
組
織
あ
る
国
家
と

い
う
前
提
で
取
り
扱
っ
て
い
る
の
で
す
。

し
か
も
条
約
で
は
「
清
洲
も
支
那
の
一
部
」

と
し
て
適
応
し
て
い
る
の
で
す
。

以
後
、
米
国
極
東
外
交
政
策
は
、
こ
れ

を
主
軸
に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
ア
メ
リ

カ
の
後
ろ
盾
を
得
て
、
絶
大
な
鼓
舞
を
受

け
た
支
那
の
排
日
運
動
は
、
激
化
し
て
い

き
ま
し
た
。

＊
支
那
、
満
洲
の
語
は
史
実
に
拠
る
。

ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
は
、
日
英
同
盟
を
廃

棄
さ
せ
、
日
本
を
孤
立
さ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
ア
ジ
ア
進
出
の
た
め
日
本
を
牽
制
、

拘
束
し
よ
う
と
す
る
ア
メ
リ
カ
の
措
置
で

あ
っ
た
の
で
す
。

三
　
真
珠
湾
へ
と
つ
な
が
る
道

～
F
・
D
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
登
場

一
方
、
日
本
は
、
清
国
が
荒
廃
に
任
せ

て
い
た
満
洲
を
、
以
後
二
〇
年
余
、
厳
重

な
治
安
警
備
の
下
、
莫
大
の
資
金
を
投
じ

て
営
々
と
開
発
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
昭
和
初
年
ま
で
に
貿
易
額
は
約
十

倍
の
十
一
億
円
、
人
口
は
約
二
倍
の
三
千

万
人
近
く
（
内
日
本
人
は
二
十
万
人
）
　
に

達
し
、
支
那
で
最
も
貧
弱
な
地
域
を
裕
福

な
地
域
へ
と
変
貌
さ
せ
た
の
で
す
。

こ
の
日
本
の
満
洲
権
益
の
前
に
立
ち
は

だ
か
る
の
は
、
支
那
の
張
学
良
で
あ
り
、

米
国
国
務
長
官
ス
チ
ム
ソ
ン
で
し
た
。
さ

ら
に
一
九
一
七
年
（
大
正
七
）
、
ロ
シ
ア
革

命
に
よ
っ
て
成
立
し
た
共
産
国
家
ソ
連
が
、

満
洲
赤
化
を
狙
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
摩

擦
と
衝
突
が
繰
り
返
さ
れ
、
つ
い
に
一
九

三
一
年
九
月
十
八
日
、
満
洲
事
変
の
勃
発

と
な
り
ま
す
。

張
学
良
が
、
排
日
の
拠
点
と
し
た
錦
州

を
、
関
東
軍
が
陥
落
さ
せ
た
の
が
、
一
九

三
二
年
一
月
二
日
、
そ
し
て
七
日
、
満
洲

で
の
日
本
の
行
動
を
一
切
認
め
な
い
と
し
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た
ス
チ
ム
ソ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
、
即
ち
「
満

洲
不
承
認
政
策
」
が
、
発
せ
ら
れ
ま
す
。

ス
チ
ム
ソ
ン
は
、
ド
ク
ト
リ
ン
の
実
行

に
あ
た
っ
て
厳
し
い
経
済
制
裁
を
科
し
、

そ
れ
が
失
敗
し
た
な
ら
戦
争
も
辞
さ
な
い

と
考
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
時
の
大

統
領
フ
ー
バ
ー
は
、
「
戦
争
へ
の
道
」
と
し

て
、
ス
チ
ム
ソ
ン
を
強
く
制
止
し
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
支
那
に
多
く
の
権
益
を
持

つ
英
、
仏
す
ら
も
ス
チ
ム
ソ
ン
に
同
調
す

る
こ
と
を
拒
否
し
ま
す
。
そ
の
た
め
日
米

衝
突
の
危
機
は
、
回
避
さ
れ
た
の
で
す
。

同
じ
一
九
三
二
年
は
、
大
恐
慌
の
最
中
、

十
一
月
、
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
D
・
ル
ー
ズ

ベ
ル
ト
が
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
を
掲

げ
て
初
当
選
し
、
米
国
第
三
十
二
代
大
統

領
に
な
り
ま
す
。
翌
一
九
三
三
年
一
月
九

日
、
大
統
領
就
任
前
に
も
拘
ら
ず
、
フ
ー

バ
ー
政
権
の
国
務
長
官
ス
チ
ム
ソ
ン
と
私

的
な
会
談
を
も
ち
、
次
期
極
東
外
交
政
策

に
ス
チ
ム
ソ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
の
採
用
を

約
束
し
た
の
で
す
。
こ
の
意
味
を
米
国
歴

史
学
会
会
長
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
A
・
ピ
ー
ア

ド
博
士
は
明
確
に
断
じ
ま
す
。
「
こ
の
と
き
、

大
統
領
は
真
珠
湾
へ
と
つ
な
が
る
運
命
的

な
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
」
、
と
。

ま
た
米
国
歴
史
学
者
チ
ャ
ー
ル
ズ
・

C
・
タ
ン
シ
ル
教
授
は
、
「
学
者
は
ル
ー
ズ

ベ
ル
ト
が
『
不
承
認
ド
ク
ト
リ
ン
』
を
採

用
し
た
危
う
さ
を
過
小
評
価
し
て
い
る
よ

う
に
思
え
る
。
‥
・
こ
の
思
想
は
火
が
つ

け
ら
れ
た
長
い
導
火
線
の
つ
い
た
爆
弾
で

あ
っ
た
。
そ
の
火
は
数
年
か
け
て
、
つ
い

に
そ
の
爆
弾
を
爆
発
さ
せ
、
第
二
次
世
界

大
戦
と
な
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

日
本
の
学
者
で
こ
の
危
機
を
見
破
っ
た

の
は
、
元
東
京
帝
国
大
学
教
授
平
泉
澄
博

士
で
す
。
博
士
は
、
「
ア
メ
リ
カ
首
脳
部
が

対
日
戦
意
を
固
め
た
の
は
、
お
そ
ら
く
錦

州
陥
落
の
と
き
で
あ
ろ
う
」
、
と
。
錦
州
陥

落
は
ス
チ
ム
ソ
ン
“
ド
ク
ト
リ
ン
へ
と
直

結
し
て
い
る
の
で
す
。

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
、
ス
チ
ム
ソ
ン
・
ド

ク
ト
リ
ン
を
採
用
の
危
険
性
を
指
摘
す
る

側
近
に
言
い
ま
す
。

「
私
は
こ
れ
ま
で
ず
っ
と
支
那
に
対
し
て

最
深
の
同
情
を
抱
き
続
け
て
き
た
。
私
が

ス
チ
ム
ソ
ン
と
行
動
を
共
に
し
よ
う
と
す

る
の
を
、
ど
う
し
て
止
め
る
の
か
」
、
と
。

四
　
支
那
事
変
と
独
ソ
開
戦

－
日
本
の
苦
境

一
九
三
三
年
五
月
三
十
一
日
、
描
法
停

戦
協
定
が
成
立
し
て
、
こ
こ
に
満
洲
事
変

が
終
結
し
ま
す
。
以
後
数
年
間
、
日
支
関

係
は
　
「
表
面
的
で
あ
っ
た
」
が
良
好
な
期

間
が
続
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
支
那
の
反

日
・
抗
日
は
や
む
こ
と
が
な
く
、
蒋
介
石

は
ア
メ
リ
カ
へ
の
傾
斜
を
強
め
、
一
方
支

那
共
産
党
は
、
西
安
事
件
（
一
九
三
六
年

十
二
月
十
二
日
）
を
契
機
に
し
て
蒋
介
石

へ
の
影
響
力
を
強
め
て
い
き
ま
す
。
支
那

共
産
党
の
背
後
に
は
言
う
ま
で
も
な
い
共

産
主
義
国
ソ
連
が
い
る
の
で
す
。

一
九
三
七
年
七
月
七
日
、
日
本
軍
が
北

京
郊
外
の
虚
溝
橋
付
近
で
演
習
中
に
、
数

発
の
銃
弾
が
、
日
本
軍
に
撃
ち
込
ま
れ
ま

し
た
。
不
拡
大
方
針
の
日
本
軍
は
現
地
協

定
を
成
立
さ
せ
て
、
素
早
く
平
穏
化
を
図

り
ま
し
た
が
、
廊
坊
事
件
、
広
安
門
事
件

で
支
那
正
規
軍
が
攻
撃
を
始
め
た
の
で
、

つ
い
に
日
支
正
規
軍
の
衝
突
と
な
り
ま
し

た
。
八
月
に
戦
線
は
上
海
に
飛
び
火
し
拡

大
し
て
、
支
那
事
変
と
な
る
の
で
す
。

支
那
事
変
の
発
生
・
拡
大
に
つ
い
て
井

星
英
氏
　
（
元
海
将
補
、
元
日
本
文
化
大
学

名
誉
教
授
）
　
は
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て

い
ま
す
。
（
要
旨
）

「
支
那
事
変
の
発
生
は
、
中
国
共
産
党

の
主
導
で
、
直
接
に
は
第
二
十
九
軍
汁
題
下

の
部
隊
が
起
こ
し
た
。
事
態
を
展
開
さ
せ

た
原
動
力
は
、
ソ
連
の
多
年
に
わ
た
る
東

亜
侵
略
の
野
望
で
あ
る
。
ソ
連
は
、
日
本

を
ア
ジ
ア
に
お
け
る
当
面
最
大
の
敵
と
見

な
し
、
米
国
と
手
を
握
り
、
正
面
に
は
、

満
ソ
国
境
へ
の
圧
倒
的
軍
備
を
も
っ
て
日

本
を
威
圧
し
て
お
き
、
裏
面
に
お
い
て
は
、

支
那
共
産
党
を
操
っ
て
日
・
支
両
軍
を
衝

突
さ
せ
る
、
と
い
う
戦
略
を
と
っ
た
」
。

＊
第
二
十
九
軍
と
は
、
蒋
介
石
の
軍
隊

の
中
に
は
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
指
導
下
の

共
産
党
員
が
多
く
入
り
込
ん
で
い
た
。

反
日
の
巨
頭
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
、
蒋
介

石
の
和
平
調
停
を
思
い
留
ま
ら
せ
、
莫
大

な
資
金
援
助
を
行
っ
て
支
那
事
変
を
継
続

さ
せ
、
更
に
A
B
C
D
包
囲
陣
の
強
化
を

図
り
、
日
本
を
経
済
制
裁
で
絞
め
上
げ
て
、

日
本
の
国
力
の
消
耗
を
待
っ
た
の
で
す
。

一
九
四
〇
年
（
昭
和
十
五
）
一
月
、
日

米
航
海
通
商
条
約
が
失
効
し
、
大
統
領
の

一
存
で
厳
し
い
経
済
制
裁
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。
同
年
六
月
、
ス
チ
ム
ソ
ン
が
陸

軍
長
官
に
就
任
し
て
以
後
、
屑
鉄
の
全
面

禁
輸
等
、
一
層
の
経
済
制
裁
の
強
化
が
科

せ
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

蒋
介
石
は
、
一
九
三
七
年
十
一
月
に
首

都
を
重
慶
に
移
転
し
て
、
抗
日
戦
を
続
け

て
い
ま
し
た
。
支
那
事
変
解
決
の
た
め
に

は
、
援
蒋
ル
ー
ト
を
遮
断
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
一
九
四
〇
年
九
月
、
日
本
軍
は
北

部
仏
印
進
駐
し
た
〟
の
で
す
が
、
同
作
戦
は

ア
メ
リ
カ
を
刺
激
す
る
も
の
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
一
九
四
一
年
六
月
二
十
二

日
、
独
ソ
開
戦
が
勃
発
し
て
、
日
本
の
唯

一
の
軍
事
同
盟
国
で
あ
る
ド
イ
ツ
と
の
信

頼
関
係
は
崩
れ
、
日
本
外
交
は
大
打
撃
を

受
け
ま
し
た
。
こ
こ
に
至
り
日
本
は
、
対

米
関
係
改
善
に
軸
足
を
移
し
、
外
交
の
大

転
換
を
行
い
ま
す
。

一
方
ア
メ
リ
カ
は
、
独
ソ
開
戦
に
よ
り
、

米
“
独
と
の
戦
争
と
な
っ
た
な
ら
、
勝
利

の
確
信
を
得
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
ア
メ

リ
カ
の
経
済
制
裁
は
ま
す
ま
す
強
化
さ
れ
、

日
本
は
窮
地
に
陥
っ
て
い
き
ま
し
た
。

経
済
制
裁
下
の
日
本
は
、
国
家
の
自
存

の
た
め
に
は
石
油
な
ど
の
重
要
物
資
を
獲

得
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
つ
い
に
一
九
四
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一
年
七
月
二
十
八
日
、
南
方
資
源
獲
得
の

た
め
南
部
仏
印
進
駐
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

日
本
軍
の
南
部
仏
印
進
駐
は
、
ア
メ
リ

カ
領
土
で
あ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
近
く
、
ま

た
イ
ギ
リ
ス
の
東
洋
制
圧
の
拠
点
で
あ
る

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
も
近
い
た
め
、
米
英
の

最
も
恐
れ
る
所
で
し
た
。
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト

は
こ
の
時
を
待
っ
て
お
り
、
対
日
開
戦
の

口
実
と
し
た
の
で
す
。

五
　
対
日
石
油
全
面
禁
輸

－
ア
メ
リ
カ
は
対
日
戦
を
決
意

ア
メ
リ
カ
は
、
八
月
一
日
、
対
日
石
油

全
面
禁
輸
に
踏
み
切
り
ま
す
。
石
油
の
遮

断
は
、
日
本
の
命
脈
を
絶
た
れ
る
に
等
し

い
の
で
す
。
こ
こ
に
於
い
て
ア
メ
リ
カ
は
、

対
日
戦
を
決
意
し
た
と
い
え
ま
す
。
そ
の

証
拠
に
翌
二
日
、
国
務
長
官
ハ
ル
は
、
こ

う
言
い
放
ち
ま
す
。
「
武
力
以
外
に
日
本
を

阻
止
で
き
る
も
の
は
な
い
」
、
と
。

そ
の
後
の
日
米
交
渉
で
は
ア
メ
リ
カ
は
、

外
交
電
報
を
ほ
ぼ
傍
受
・
解
読
し
、
日
本

の
出
方
を
「
御
前
会
議
に
出
て
い
る
如
く
」

知
り
尽
く
し
て
い
ま
し
た
。
十
一
月
二
十

五
日
、
閣
議
で
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
明
確
に

言
い
ま
す
÷
問
題
は
い
か
に
し
て
先
ず
日

本
に
最
初
の
一
発
を
撃
た
せ
る
か
」
、
と
。

翌
二
十
六
日
、
対
日
最
後
通
牒
で
あ
る

こ
と
を
十
分
承
知
の
上
で
、
「
ハ
ル
・
ノ
ー

ト
」
　
を
日
本
に
突
き
つ
け
る
の
で
す
。
そ

の
第
三
項
に
、
「
日
本
は
支
那
及
び
仏
印
よ

り
、
全
て
の
陸
・
海
・
空
軍
及
び
警
察
力

を
撤
退
す
べ
L
L
と
あ
り
ま
す
。
即
ち
、

支
那
（
清
洲
を
含
む
）
、
さ
ら
に
仏
印
（
今

の
ベ
ト
ナ
ム
、
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
）

で
の
日
本
の
行
動
を
一
切
認
め
な
い
、
即

ち
ス
チ
ム
ソ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
を
満
洲
の

み
な
ら
ず
、
支
那
、
ア
ジ
ア
に
ま
で
拡
大

す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

座
し
て
敗
戦
と
同
じ
状
況
に
な
る
か
。

当
時
、
日
本
に
お
い
て
そ
れ
は
で
き
な
い

こ
と
で
し
た
。
こ
こ
に
お
い
て
日
本
は
、

ア
メ
リ
カ
と
の
開
戦
を
決
断
し
、
昭
和
十

六
年
（
一
九
四
一
）
十
二
月
八
日
　
（
米
国

は
七
日
）
、
真
珠
湾
奇
襲
攻
撃
に
踏
み
切
っ

た
の
で
す
。

六
　
む
す
び

日
米
開
戦
の
原
因
に
つ
い
て
の
第
一
級

資
料
は
、
米
国
議
会
の
上
下
両
院
調
査
委

員
会
が
調
査
・
公
表
し
た
『
真
珠
湾
攻
壁

記
録
及
び
報
告
』
で
す
。
多
数
者
（
主
と

し
て
民
主
党
委
員
）
　
は
、
証
拠
を
無
視
し

党
派
的
態
度
で
大
統
領
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
を

擁
護
し
た
最
終
報
告
書
を
ま
と
め
ま
し
た
。

し
か
し
、
共
和
党
の
フ
ァ
ー
ガ
ソ
ン
及

び
ブ
ル
ー
ス
タ
ー
両
上
院
議
員
は
、
多
数

者
の
結
論
は
「
非
論
理
的
か
つ
優
位
な
証

拠
に
裏
付
け
ら
れ
て
い
な
い
」
、
こ
れ
に
は

同
意
で
き
な
い
と
宣
言
し
、
少
数
派
報
告

書
を
提
出
し
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
責
任
を

明
記
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ピ
ー
ア
ド
博
士
は
「
多
数
者
の

報
告
書
の
よ
う
な
資
料
を
無
視
し
た
政
治

的
結
論
は
、
ア
メ
リ
カ
の
正
義
に
反
す
る
」

と
し
て
、
同
じ
資
料
の
精
密
な
る
点
検
、

的
確
な
る
判
断
に
よ
っ
て
、
「
ル
ー
ズ
ベ
ル

ト
に
責
任
あ
り
」
と
厳
し
く
論
断
し
た
の

です。さ
ら
に
重
大
な
歴
史
的
証
言
は
、
元
大

統
領
ハ
ー
バ
ー
ト
・
フ
ー
バ
ー
で
す
。
日

米
開
戦
の
原
因
に
つ
い
て
、
「
米
国
が
日
本

を
挑
発
し
、
『
窮
鼠
猫
を
噛
む
』
と
こ
ろ
ま

で
追
い
詰
め
な
い
限
り
、
日
本
側
か
ら
我

が
国
を
攻
馨
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。

と
こ
ろ
が
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
、
日
本
を
挑

発
し
続
け
た
。
そ
の
結
果
、
日
本
は
誇
り

を
傷
つ
け
ら
れ
、
ま
た
経
済
的
破
滅
へ
の

絶
望
感
か
ら
真
珠
湾
攻
撃
と
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
米
国
を
戦
争
に
導
い
た
の
は
ル
ー

ズ
ベ
ル
ト
氏
だ
と
い
う
こ
と
は
明
白
で
あ

る
」
と
断
じ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
、
日
米
開
戦
が
、
F
・
D
・

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
陰
謀
で
あ
る
こ
と
が
、

明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
す
。
　
（
完
）

令
和
四
年
度
岐
阜
県
教
育
懇
話
会

総
会
・
現
代
国
民
講
座
の
ご
案
内

期
日
　
令
和
4
年
3
月
2
6
日
（
土
）

午
前
9
時
半
～
同
時
総
会

午
前
1
0
時
1
5
分
～
Ⅱ
時
4
5
分

現
代
国
民
講
座

場
所
　
岐
阜
市
ハ
ー
ト
フ
ル
ス
ク
エ
ア
G

研
修
室
5
0

演
題
「
日
米
断
絶
－
大
東
亜
戦
争
の
勃
発
」

講
師
　
元
新
潟
県
小
学
校
長
田
村
一
二
先
生

緒
賦
飽
田
　
〝
覚
悟
と
信
用
と
実
行
と
〟

新
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。
一
年
の
計
は
旧

年
を
顧
み
て
、
さ
ら
に
磨
き
あ
げ
ら
れ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
▲
計
画
の
実
現
に
は
覚

悟
が
必
須
で
す
。
実
行
は
繰
り
返
し
で
成

果
に
つ
な
が
り
、
成
果
は
次
へ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
な
り
ま
す
。
失
敗
し
た
と
き
に
は

覚
悟
が
気
力
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
で
き

れ
ば
不
言
実
行
で
は
な
く
、
人
前
に
発
し

て
取
り
組
む
こ
と
で
す
。
人
の
見
守
り
は

大
切
な
応
援
で
す
。
進
み
始
め
た
ら
、
い

つ
い
つ
ま
で
に
や
る
と
自
分
に
約
束
し
て

実
行
す
る
こ
と
で
す
。
約
束
を
果
た
す
こ

と
は
そ
の
人
の
信
用
が
高
ま
り
、
自
信
が

増
し
ま
す
。
自
分
で
自
分
に
課
題
を
与
え

て
そ
れ
に
立
ち
向
か
う
と
い
う
こ
と
で
す

▲
　
「
人
の
役
に
た
ち
た
い
」
と
い
う
声
が

聞
こ
え
て
き
ま
す
。
自
分
の
た
め
に
と
い

う
の
な
ら
、
自
分
が
諦
め
れ
ば
計
画
や
抱

負
は
終
わ
り
ま
す
。
誰
か
の
た
め
と
い
う

な
ら
、
あ
き
ら
め
は
許
さ
れ
ず
さ
ら
な
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
投
入
さ
れ
ま
す
。
結
果
は

思
い
の
以
上
に
自
分
の
た
め
に
な
っ
て
い

き
ま
す
▲
体
力
、
学
力
だ
け
で
な
く
声
、

器
用
さ
、
感
性
等
々
誰
も
が
自
分
の
も
つ

特
性
が
生
き
た
と
き
に
、
充
実
感
を
覚
え

ま
す
。
世
の
中
に
あ
る
あ
ま
た
の
職
業
は

必
要
だ
か
ら
あ
る
の
で
す
が
、
時
代
の
求

め
に
よ
っ
て
待
遇
は
変
わ
り
ま
す
。
今
よ

く
て
も
先
の
こ
と
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
目

標
を
決
め
た
ら
悲
壮
に
な
ら
ず
、
愉
し
く

立
ち
向
か
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
Y


